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「
第
３
回 

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
ご
案
内

　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
よ
う
ぼ
く
が
集
い
、

思
召
に
心
を
揃
え
、
互
い
に
勇
ま
せ
合
っ
て
と
も
に
年
祭
活
動
の
歩

み
を
進
め
る
日
で
す
。

よ
う
ぼ
く
は
、
毎
回
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
の
通
り
、
第
３
回
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。

□
日　

時　

11
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
11
時
半

　
　
　
　
　

受
付　

午
前
８
時
半
～

□
会　

場　

天
理
教
西
宇
和
分
教
会

□
参
加
費　

３
０
０
円
（
少
年
会
員
は
無
料
）

□
内　

容　

お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、

　
　
　
　
　

教
会
本
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　

感
話
「
信
仰
の
喜
び
」

　
　
　
　
　
　

佐
野
真
知
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

船
場
大
教
会
、
南
児
分
教
会
よ
う
ぼ
く

　
　
　
　
　

サ
イ
ド
ト
ー
ク

※
駐
車
場
に
つ
い
て

  

西
宇
和
分
教
会
に
約
13
台
駐
車
で
き
ま
す
。
他
に
は　

市
営
駐
車

場
、
市
役
所
、
図
書
館
な
ど
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
２
回
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
午
後

で
し
た
が
、
今
回
は
午
前
で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

９
月
30
日
（
日
）
9
時
30
分

・
支
部
に
を
い
が
け

　
　

八
幡
浜
分
教
会

2
日
（
水
）
午
後
1
時

・
支
部
例
会
　
　
真
穴

12
日
（
土
）　
午
前
8
時

・
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

　
　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

9
日
（
水
）　
午
前
9
時

・
少
年
ホ
ー
ム
ひ
の
き
し
ん

　

２
班　

八
幡
浜
、
八
重
濱
、
真
穴
、
町
見
、

矢
野
崎
、
日
土
、
三
崎
島
、
大
媛
、
陽
幡

　
　
　 教

区
・
支
部　

10
月
予
定
表

天
理
時
報
手
配
り
の
予
定

　

10
月
の
手
配
り
の
予
定
で
す
。

・
9
日
号　

5
日
（
金
）
到
着
予
定

・
16
日
号　

12
日
（
金
）
到
着
予
定

・
23
日
号　

19
日
（
金
）
到
着
予
定　

・
30
日
号　

26
日
（
金
）
到
着
予
定

第
３
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
ご
案
内

「背高泡立草 （せいたかあわだちそう）」　　 
・菊（きく）科
・開花時期は、10 ／ 1 ～ 11 ／ 20
頃。
・北アメリカ原産の帰化植物。
　明治時代に渡来。
　戦後、各地で大繁殖。
　繁殖力が強すぎてかえって自ら
繁殖力を弱めている、との説もあ
る。

・花を、酒を醸造するときの泡立ちに見立てて、　さら
に背丈が高いので　「背高泡立草」。（草木染に利用さ
れることもあり、染めるために煮立てると名前のとお
りに泡が立つらしい。いろんな「泡立ち」）
花言葉は繁殖力の強さから『生命力、元気』 支部情報ねっとへの QR

コード　→

９月１日支部にをいがけ日　三机分教
会集合で、男女２班に分かれて神名流
し、路傍講演、戸別訪問を実施しました。
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支部活動記録　立教 187 年 8 月
【
編
集
後
記
】
も
う
9
月
半
ば
過
ぎ
な
の
に

35
度
に
迫
る
暑
さ
に
バ
テ
ば
て
。
し
か
し
、

大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン

50
、
盗
塁
50
の
偉
業
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
今
年
は
二
刀
流
な
し
で
バ
ッ
タ
ー
に

専
念
。
強
化
し
た
走
塁
で
盗
塁
を
量
産
し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
時
間
短
縮
の
た
め
牽
制
球

は
1
打
席
2
度
ま
で
の
ル
ー
ル
が
影
響
し
て

い
る
こ
と
も
。
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
常

に
前
向
き
に
と
ら
え
て
た
ゆ
ま
な
く
努
力
し

続
け
る
姿
は
見
て
い
て
気
持
ち
よ
く
応
援
し

た
く
な
る
。
最
終
試
合
ま
で
今
の
ま
ま
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
。
よ
う
ぼ
く
で
あ
る
私
達
は

今
年
6
月
に
続
き
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

第
３
回
目
が
11
月
3
日
（
日
）
に
あ
り
ま
す
。

支
部
内
の
よ
う
ぼ
く
お
互
い
が
顔
を
合
わ

せ
、
神
様
の
お
話
を
聞
い
て
、
少
し
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
。
こ
の
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
が
一

れ
つ
兄
弟
と
し
て
の
想
い
が
実
感
で
き
る
貴

重
な
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
年
祭
活
動
の
一

つ
と
し
て
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
陽
）

月日 活　動 場所 人数

8/1 支部にをいが
け 真穴 0 名

ハートクリー
ン 市内 名

8/4 ハートクリー
ン

ぽけっ
と P 5 名

8/ 少年ホーム
ひのきしん 夏休み 　 名

双
岩
若
山
地
区
敬
老
会
に
雅
楽
演
奏
を
披
露
す
る

双
岩
若
山
地
区
敬
老
会
雅
楽
演
奏

９
月
８
日
、
双
岩
若
山
地
区
か
ら
依
頼
が
あ

り
、
敬
老
会
で
雅
楽
演
奏
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
12
時
30
分
開
宴
で
、
最
初
は

地
元
の
保
育
園
児
、
小
学
生
の
歌
や
ダ
ン
ス

で
楽
し
ん
で
頂
き
、13
時
頃
か
ら
約
30
分
間
、

雅
楽
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
で
は
、
東
宇
和
支
部
、
八
幡
神
社
か

ら
も
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
、
総
勢
６
人
で

平
調　

越
殿
楽
、
童
謡　

み
か
ん
の
花
咲
く

丘
、
ふ
る
さ
と
、
歌
謡
曲　

北
国
の
春
、
太

食
調　

長
慶
子
の
５
曲
を
演
奏
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
食
事
を
食
べ
る
の
を
忘
れ
る

く
ら
い
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
思
い
思
い
に
口

ず
さ
ん
で
お
ら
れ
、大
変
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
宇
和
雅
友
会
も
活
動
を
再
開
し
て
お
り

ま
す
。演
奏
会
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
新
会
員

さ
ん
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

追
伸　
　

若
山
区
副
区
長
の
団
体
（
一
社
）
コ
ミ
ス
ク

え
ひ
め
八
幡
浜
支
部
が
出
し
て
い
る
通
信

（
９
／
１
９
発
行
）
に
記
事
を
載
せ
る
予
定

で
す
。修養科では、第 1 千期の節目を

迎えるに際して、修養科紹介ビ
デオ「あなたに行ってほしい」
を新たに制作。修養科ホームペ
ージ上で公開し、志願を呼びか
けている。

「あなたに行ってほしい」は、二
人の修養科修了者のエピソード
を 通 じ て、 修 養 科 の 魅 力 を あ
ら た め て 伝 え る も の。https://
shuyoka.tenrikyo.or.jp/

【CM】貸し切りバスは　八幡浜観光バス（株）℡（0894）36-0868　八幡浜市保内町喜木１番耕地 116-1

※どうぞお気軽にご参加ください。詳細
はお近くの教会にお問い合わせ下さい。

【
少
年
会
便
り
】

　

9
月
1
日
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
事
後
研

修
会
と
し
て
北
条
鹿
島
で
集
い
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
愛
媛
教
区
団
お
つ
と
め
総
会
は

11
月
24
日
に
で
す
。
南
予
は
11
、
12
下
り

が
担
当
で
す
。


